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令和６年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ「外国人と共につくる、暮らしやすい地域」 

取組の名称 マルシェ万富がつなぐ多国籍交流 

取組の概要 １ マルシェ万富で国際交流 

  モモタク運営協議会が毎月第４日曜日に開催している

マルシェ万富には、新鮮な野菜や果物を求めて地元に住ん

でいる外国人が万富公民館を訪れます。 

  最初は買い物だけに来ていた外国人が、出店の準備や荷

物を運んだりして手伝ってくれるようになってきました。 

  言葉の壁はありましたが、お互いに理解しようと努力す

るうち、意思疎通がなんとかできるようになってきまし

た。 

２ 国際交流事業 

  このマルシェ万富での外国人と地元住民との交流を生 

かして、万富公民館の事業として「まんとみ国際交流すす 

め隊」を結成し、月１回の交流を行うようになってきまし 

た。 

この交流事業では、地元住民と外国人が料理やイベント 

を通じて交流を深めています。 

３ 災害時避難行動要支援者避難訓練 

  千種学区防災会では、災害時避難行動要支援者避難訓練 

を実施した際、地元住民の要支援者と共に外国人の方にも 

避難訓練にも参加してもらいました。 

災害が発生した時、避難に困難が予想される外国の人も

素早い避難ができるよう、地域を挙げて取り組んでいま

す。 

４ 避難所運営リーダーの養成 

  避難所では、多くの避難者が避難生活を送ることになり

ますが、外国人の方にも参加をお願いし、避難所を運営す

るリーダーを地域が養成しています。 

避難者が安心して避難生活が送れるよう体制を整えて

います。 



５ 防災ウォーキング 

  千種学区防災会が取り組んでいる気軽に参加できる防 

災ウォーキングに外国の人にも参加してもらい、避難訓練

とイベントを通じて地元住民との交流を深めています。 

成果・効果 毎月第４日曜日に開催しているマルシェ万富には、多くの

外国人の方が訪れ、野菜や果物を買い求めるとともに、地元

住民との交流の輪が広がっています。 

 言葉の壁を乗り越えて、お互いを理解しあうことができ 

徐々に交流の輪が広がってきました。 

 万富公民館では、「まんとみ国際交流すすめ隊」の隊員を 

募集し、毎月第１日曜日に国際交流事業を開催し、約３０名 

の地元住民と外国人が交流する中で、避難訓練への参加も実 

現することができました。 

 それまでは、生活習慣の違いから住んでいる地域の中でゴ 

ミ出しや自転車などでトラブルが多く発生し、なかなかお互 

いを理解することができませんでした。 

 マルシェ万富を起点とし、国際交流事業を通じてお互いが 

身近な存在として認め合うことができ、徐々にトラブルも少 

なくなってきています。 

 

【様式１】 協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称 マルシェ万富がつなぐ多国籍交流 

テーマとの関連 千種学区内には、縫製工場などで働く多くの外国人が暮らし

ています。この外国の方との交流は、平成３０年から万富公民

館を会場に開催しているマルシェ万富が始まりでした。 

地元で採れた新鮮な野菜や果物が格安の値段で販売されて

いるマルシェ万富には多くの外国人がやってきました。 

この外国人との交流はやがて、万富公民館での「まんとみ国

際交流すすめ隊」の国際交流事業や避難訓練への参加、避難所

運営リーダー養成講座への参加へと広がってきました。 

 普段はあまり気にすることがなかった外国人の存在に気づ

かせてくれたのがマルシェ万富です。 

外国人との交流の促進を図りながら、外国の人も住みやすい

地域となるよう取り組みの幅を広げています。 

取組の目的・目標 外国人の日本国内での就労は、今後ますます増加していく事

が予想され、地元住民と外国人の交流の活性化、共生は避けて

通ることができない最重要課題になっています。 

千種学区内には今後も多くの外国人が就労に来ることが予

想され、この外国人と地元住民が気軽に交流できる場としてマ



ルシェ万富を活用し、交流の輪を広げていく計画としていま

す。 

地域住民と外国人がお互いに理解しあう環境を作っていく

事が、地域の発展にもつながってきます。 

取組の内容 １ マルシェ万富の開催 

２ 「まんとみ国際交流すすめ隊」 

３ 国際交流事業 

４ 災害時避難行動要支援者避難訓練 

５ 避難所運営リーダー研修会 

６ 防災ウォーキングの開催 

取組の実施期間 

今後の活動展開 

など 

マルシェ万富 

平成３０年～ 

☑継続予定 

□令和  年 月終了 

今後の活動展開 

１ マルシェ万富の開催 

２ 災害時避難行動要支援者避難訓練の実施 

３ 避難所運営リーダーの養成の実施 

４ 「まんとみ国際交流すすめ隊」 

５ 国際交流事業 

６ 外国人を対象に日本語教室の開催 

７ 防災ウォーキングの開催 

協働による 

効果 

 モモタク運営協議会が万富公民館で開催しているマルシェ

万富が、地域住民と外国人との交流の場として大きな効果をも

たらしています。 

 外国人との共生を目指して、万富公民館が「まんとみ国際交

流すすめ隊」の隊員を募集し、毎月開催している国際交流事業

を、今年９月から開校予定の日本語教室へとつながってきまし

た。 

 そして、将来的にはマルシェ万富を中心にして、万富公民館

が地域住民と外国人との交流の拠点となることを目指してい

ます。 

 この事業には、外国人を多く採用している企業も積極的に参

加してくれ、働きやすく住みやすい環境づくりにも貢献してい

ます。 

協働団体と 

その役割 

団 体 名 千種学区連合町内会 

団体種別 自主組織 

役  割 運営 

  

団 体 名 万富公民館 

団体種別 社会教育 

役  割 国際交流事業、日本語教室 



団 体 名 「まんとみ国際交流すすめ隊」 

団体種別 市民活動団体 

役  割 国際交流 

  

団 体 名 千種学区防災会 

団体種別 自主組織 

役  割 避難訓練、避難所運営 

  

団 体 名 モモタク運営協議会 

団体種別 市民活動団体 

役  割 マルシェ万富の開催 

  

団 体 名 ㈱ネクサス 

団体種別 学生服の製造販売 

役  割 外国人の雇用、国際交流への参加 

  

団 体 名 備前化成㈱ 

団体種別 サプリメント製造販売 

役  割 外国人の雇用、国際交流への参加 

 


